様式第10号（第９条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ブロック塀等状況確認表
補強コンクリートブロック造の塀等又は門柱
	判定区分
	判断基準
	適　否

	１　高さ
	2.2ｍ以下
	

	２　厚さ
	（高さ４ｍ以下の場合）10cm以上

（高さ４ｍ超2.2ｍ以下の場合）15㎝以上
	

	３　控え壁
	高さ1.2ｍ超の場合、長さ3.4ｍ以下ごとに、高さの５分の１以上突出した控え壁あり
	

	４　基礎の有無
	コンクリート造の基礎あり
	

	５　基礎の根入れ深さ
	高さ1.2ｍ超の場合、30cm以上
	

	６　仕上り状況
	不備がなく健全な状態である。
	

	７　鉄筋の有無
	内部に直径９㎜以上の鉄筋が、縦横とも80㎝以下の間隔で配筋されている。
	

	８　鉄筋の定着
	縦筋は壁頂部及び基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされている。
	


　※「補強コンクリートブロック造の塀等」には、コンクリートブロックの
　　上部に他の構造の塀を設置するものを含む。
組積造の塀又は門柱
	判定区分
	判断基準
	適　否

	１　高さ
	1.2ｍ以下
	

	２　厚さ
	その部分から壁頂までの垂直距離の10分の１以上
	

	３　控え壁
	塀の長さ４ｍ以下ごとに、厚さの1.5倍以上突出した控え壁あり
	

	４　基礎の有無
	コンクリート造の基礎あり
	

	５　基礎の根入れ深さ
	20cm以上
	

	６　仕上り状況
	不備がなく健全な状態である。
	


その他の塀及び門柱
	判定区分
	判断基準
	適　否

	１　法令等
	建築基準法に規定があるものはその規定に適合
し、地震に対して安全な構造である。

	


